
過去の主な我が国の二国間協力事例

①タイ家畜衛生改善計画
期間：77.3.2～86.3.1

②タイ国立家畜衛生研究所計画
期間：86.12.9～98.12.8

③タイ及び周辺国における家畜疾病
防除計画
期間：01.12.25～06.12.24（ﾌｪｰｽﾞ1）

08.2.13～11.2.12（ﾌｪｰｽﾞ2）

インドネシア家畜衛生改善計画
期間：77.7.7～84.7.6

①メキシコ家畜衛生センター計画
期間：81.6.1～87.5.31

②メキシコ・ハリスコ州家畜衛生診断技術向上計画
期間：01.12.10～06.12.9

ザンビア大学獣医学部技術協力計画
期間：85.1.22～97.7.21

アルゼンチン・ラ・プラタ大学
獣医学部研究計画
期間：89.3.1～96.2.28

ウルグアイ獣医研究所強化計画
期間：96.10.1～01.9.30

モンゴル家畜感染症診断技術改善計画
期間： 97.7.1～02.6.30、03.7.18～05.7.17

ベトナム国立獣医学研究所強化計画
期間：00.3.1～05.2.28

マレーシア・ASEAN
家きん病研究訓練計画
期間：86.4.17～93.4.16

シリア鶏病予防センター計画
期間：72.11.16～77.11.15

ウガンダ家畜疾病診断・管理
体制強化計画プロジェクト
期間：10.6～14.6
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最近の我が国の二国間協力事例

ODA 事業 （2016年 ～）

○ミャンマーにおける口蹄疫対策改善計画（無償資金協力）

ヤンゴン市の国立口蹄疫研究所において、口蹄疫診断・ワクチン製造に係る施設及
び機材を整備することにより、同研究所の口蹄疫防疫対策能力を強化するとともに、
ミャンマーにおける農畜産生産の安定化を図り、もって国民の生活向上に寄与するこ
とを目的としている。供与限度額は、14.17億円。

○モンゴルにおける「獣医・畜産分野人材育成能力強化プロジェクト」（技プロ）

○キルギスにおける「チュイ州市場志向型生乳生産プロジェクト」（技プロ）

キルギスのチュイ州において、モデル農場の開設等を通じ、生乳生産工程における
搾乳衛生技術の改善を図る。

モンゴル国内において獣医・畜産分野の人材育成の中心的な役割を担う国立農業
大学獣医学部の教育カリキュラムを改善及び、関連機関と連携して社会人教育コー
スの充実にも寄与することで同国内の獣医・畜産技術者の能力強化を図る
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我が国における家畜防疫体制

（１）国は、都道府県、動物衛生研究部門等と連携し、国内の家畜防疫に関する企画、調
整、指導等を実施するとともに、動物検疫所を設置し、国際機関とも連携して輸出入
検疫を実施。

（２）都道府県は、家畜防疫の第一線の機関として家畜保健衛生所を設置し、防疫対策を
実施。国は、家畜保健衛生所の整備支援、職員の講習等を実施。

（３）また、全国及び地方の各段階で家畜畜産物衛生指導協会等の自衛防疫団体が組織
され、予防接種等生産者の自主的な取組を推進。

自衛防疫団体

都道府県
家畜保健衛生所

168か所
(病性鑑定施設を含む)

獣医師 2,074名
(平成30年３月31日現在)

(厚) 保健所 469か所
(平成30年４月１日現在)

動物医薬品検査所
動物衛生研究部門

農林水産省
消費・安全局

OIE等の国際機関

平成30年２月1日現在

【我が国の家畜飼養状況】

肉用牛

乳用牛

養豚

採卵鶏

ﾌﾞﾛｲﾗｰ

251万頭

133万頭

919万頭

1億8千万羽

1億4千万羽

4万8千戸

1万6千戸

45百戸

22百戸

23百戸

動物検疫所

本所
８支所、16出張所
家畜防疫官 435名

(平成30年4月現在)
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家畜伝染病予防法に基づく飼養衛生管理基準の設定

・農林水産大臣が、牛、豚、鶏などの家畜について、その飼養に係る衛生管理の方法に関し、家畜の所有者が遵守すべ
き基準(飼養衛生管理基準)を定めるとともに、家畜の所有者に当該基準の遵守を義務付け（平成23年10月～）、家畜
の伝染性疾病の発生を予防。（平成29年2月一部見直し）

・飼養衛生管理の徹底は、食品の安全性を確保するための生産段階における取組ともなる。

食品供給行程の各段階における適切な措置により食品の安全性を確保
（と畜場法・食品衛生法）

○枝肉・部分肉・加工品の微生物汚染・増殖防止○病畜の廃棄（全部又は一部）
○枝肉の微生物汚染・増殖防止

勧

告

指
導
・
助
言

命

令

罰

則

都道府県による飼養衛生管理基準の遵守状況の確認

と畜場・食鳥処理場 食肉・食鳥処理・加工場 卸売・小売業者 消費者

遵
守
状
況
の

定
期
報
告

命令違反者に対しては…

○ 家畜の飼養衛生管理基準の設定
１ 家畜防疫に関する最新情報の把握

２ 衛生管理区域の設定

・徹底した衛生管理が必要な区域を他の区域と区分

３ 衛生管理区域への病原体の持込み防止

・必要のない者の立入りの制限

・消毒設備の設置と入場車両・入場者に対する消毒の実施

・（豚）生肉を含む飼料は十分に加熱

４ 野生動物等からの病原体の侵入防止

・給餌・給水設備への野生動物の排せつ物等の混入防止

・（鶏）防鳥ネット等の整備

・家畜・家きんの死体の保管場所への野生動物の侵入防止

５ 衛生管理区域の衛生状態の確保

・畜舎・器具の定期的な清掃又は消毒及び密飼いの防止

６ 家畜の健康観察と異状がある場合の対処

・毎日の健康観察と異状時の早期通報・出荷停止

・家畜・家きんの死体・排せつ物の移動時の漏出防止

７ 埋却地の確保等

・埋却地の確保又は焼却・化製のための準備

８ 感染ルート等の早期特定のための記録作成・保管

・入場者に関する記録の作成・保管

９ 大規模所有者に関する追加措置

・家畜保健衛生所と緊密に連絡を行う担当獣医師の設置

・通報ルールの作成

※下線部は平成29年２月に一部見直した項目

原則として
年１回以上

農場へ立入検査

農場における衛生管理の徹底（家畜伝染病予防法）
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農場段階におけるＨＡＣＣＰ方式を活用した衛生管理の推進

・家畜保健衛生所、生産者、畜産関係団体、獣医師等地域が一体となった生産段階へのＨＡＣＣＰ手法導入を推進。

・農場指導員（家畜保健衛生所の職員等の獣医師をはじめとした、農場ＨＡＣＣＰの導入・実施や認証取得を促す指導員）
を養成するとともに（平成20年度～）、生産から加工・流通、消費まで連携した取組への支援を実施（平成21年度～）。

・ HACCPの考え方に基づく衛生管理が行われている農場の認証基準を公表（平成21年度）するとともに、認証制度の構築
を推進。

・民間での農場ＨＡＣＣＰの認証手続きが開始（平成23年度～）。 ※民間認証機関は２団体（平成30年7月現在）

農家毎の実施マニュアル作成
・危害因子調査
(サルモネラ菌・大腸菌O157・抗菌性物質等)
・危害分析（HA）
・重要管理点（CCP）の設定
・実施マニュアルの作成

実践

ＨＡＣＣＰの考え方に基
づく衛生管理の実施

農場モニタリング検査・改善指導

消
費
者
の
求
め
る
安
全
な
畜
産
物
の
生
産

畜
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
確
保

【衛生管理ガイドライン】
HACCPの考え方に基づき、危害を制御又は

減少させる手法について畜種ごとに設定。

【鶏卵のサルモネラ総合対策指針】
衛生管理ガイドラインのうち、鶏卵のサルモ

ネラ汚染をコントロールするための指針。

ＨＡＣＣＰ方式取組農家
取組農家戸数：5,210 （平成30年3月時点）

農場指導員
約2,900名（平成30年３月時点）

検証

適切な衛生管理の
見直し

農場ＨＡＣＣＰ認証に向けた取組

と畜検査情報等
のフィードバック

農場ＨＡＣＣＰ認証マーク

※HACCPや家畜疾病、食品衛生等についての知見を有し、農場でHACCP方式を活用
した飼養衛生管理の実施を促進するための指導を行う者。
PDCAサイクルを回して消費者の求める安全な畜産物を生産するために、専門的な
知識を有する者として、客観的な視点から各農場に合わせたアドバイスを実施。

※
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○乳 用 牛 ： 21農場
●肉 用 牛 ： 31農場
◆養 豚 ： 101農場

■養鶏（採卵）： 46農場
■養鶏（肉用）： 4農場

計 ：203農場

平成30年7月2日現在

北海道

有限会社藤井牧場

及川牧場

株式会社ノベルズデーリィーファーム

株式会社Kalm  角山

ひらかわ牧場

小野寺牧場

株式会社CONNECT

岩手県 独立行政法人 家畜改良センター岩手牧場

群馬県 有限会社井上牧場

埼玉県 株式会社i-Milk Factory

千葉県
皆川牧場

株式会社近藤牧場

神奈川県
株式会社こどもの国牧場

有限会社石田牧場

新潟県 めおとファーム

長野県 株式会社長門牧場

静岡県
佐野牧場

柴田牧場

鳥取県 有限会社 岸田牧場

岡山県

公益財団法人中国四国酪農大学校付属農場
（第2牧場）

公益財団法人中国四国酪農大学校付属農場
（第1牧場）

北海道

サロマ牛肥育センター株式会社（トップファームグループ）

株式会社向陽畜産

有限会社コスモス

株式会社トップファーム（トップファームグループ）

パシフィックファーム株式会社（トップファームグループ）

株式会社大野ファームグループ

株式会社ホクチクファーム標茶分場

宮城県
有限会社蔵王高原牧場宮城蔵王牧場（高橋畜産グループ）

有限会社蔵王高原牧場川崎育成牧場（高橋畜産グループ）

山形県

有限会社スカイファームおざき 芦沢農場

有限会社蔵王ファーム山形蔵王牧場（高橋畜産グループ）

有限会社蔵王ファーム米澤農場（高橋畜産グループ）

有限会社蔵王ファーム山形第2農場（高橋畜産グループ）

栃木県 株式会社イソシンファーム

群馬県 有限会社鳥山牧場

神奈川県 石井牧場

長野県 牧舎みねむら

三重県

松坂牛の里オーシャンファーム

株式会社堀坂 堀坂牧場

有限会社中林牧場第1牧場

有限会社中林牧場第2牧場

瀬古食品有限会社 松阪牛の里オーシャンファーム 第三牧場

滋賀県 有限会社澤井牧場 第2牧場

鳥取県 おぐら畜産農場

徳島県 農事組合法人長峯肉牛生産組合

熊本県 株式会社矢岳牧場

大分県 株式会社ゆふいん牧場 久住高原都野牧場

宮崎県
有限会社中林牧場 児湯支場

安楽畜産株式会社鷹取牧場

鹿児島県
有限会社野村畜産 木串農場

農業生産法人みらいファーム株式会社志布志直営農場

北海道

株式会社ホクリョウ 札幌農場

株式会社ホクリョウ 北見農場

株式会社ホクリョウ 十勝農場

株式会社ホクリョウ 登別農場

株式会社ホクリョウ 千歳農場

株式会社ホクリョウ 早来農場第1農場

株式会社ホクリョウ 早来農場第2農場

株式会社ホクリョウ 早来農場第4農場

株式会社ホクリョウ 早来農場第5農場

株式会社ホクリョウ 早来農場札幌育成農場

株式会社ホクリョウ 千歳育成農場

有限会社北海道種鶏農場 白老農場

有限会社北海道種鶏農場 社台農場

株式会社グランファーム 竹浦農場

有限会社ノースチック 白老育成場

北海スターチック株式会社 白老農場

青森県 カワケンポートリー

岩手県

株式会社アーク 牧場事業部 農牧部

株式会社第一ポートリーファーム盛岡農場

株式会社第一ポートリーファームはまなす農場

宮城県 イセファーム東北株式会社 色麻農場

秋田県 株式会社中条たまご秋田農場

茨城県

有限会社つくばファーム

有限会社ナリタファーム

株式会社エッグドリーム八千代農場

埼玉県
有限会社丸一養鶏場 本社農場

有限会社丸一養鶏場 今市農場

千葉県

株式会社パートナーズ木更津農場

奈良養鶏園

株式会社秀鶏園豊里農場

富山県
有限会社床鍋養鶏五郎丸農場

有限会社床鍋養鶏南砺農場

長野県 農事組合法人 会田共同養鶏組合 本場

岐阜県 株式会社ダイシンエッグ 中津川農場

愛知県

有限会社富田養鶏場 七根農場

有限会社知多エッグ

有限会社アツミファーム新城農場

三重県 有限会社伊勢農場

京都府 有限会社グリーンファームソーゴ

島根県 木次ファーム

山口県 有限会社よしわエッグファーム

愛媛県 JAえひめフレッシュフーズ株式会社菅沢育成場

福岡県
有限会社福岡ファーム

株式会社平野養鶏場福島本場

大分県 有限会社大分ファーム 鹿鳴越高原農場

鹿児島県 有限会社松原養鶏場 仁田尾成鶏農場

愛知県 丸トポートリー食品株式会社

徳島県 株式会社イシイフーズ脇町農場

福岡県 農事組合法人福栄組合金剛農場

佐賀県 株式会社中島鶏園太良農場

＜○乳用牛＞

＜■養鶏（肉用）＞

＜●肉用牛＞

＜■養鶏（採卵）＞

北海道

有限会社ビィクトリーポーク 長沢農場

有限会社ビィクトリーポーク 樽前農場

有限会社西原ファーム
有限会社道南アグロ 森農場

有限会社富樫オークファーム
株式会社ドリームポーク

辻野ポーク有限会社
株式会社ほべつすわいん

トンタス浜中株式会社
有限会社浅野農場

有限会社中多寄農場 白山農場
有限会社高橋畜産

青森県

株式会社三沢農場 三沢肥育農場

株式会社やまはた柏木農場
株式会社木村牧場

岩手県

みなみよーとん株式会社（フリーデングループ）

株式会社フリーデン 大東農場

株式会社アーク 花泉農場
株式会社アーク 藤沢農場

株式会社三沢農場 久慈繁殖農場

宮城県
株式会社サイボク東北牧場
株式会社シムコ岩出山事業所

株式会社 AGRI PRIME

秋田県

有限会社森吉牧場（フリーデングループ）

ファームランド

十和田湖高原ファーム
ポークランド

バイオランド

株式会社シムコ大館ＧＧＰセンター
山形県 株式会社大商金山牧場米の娘ファーム

福島県
株式会社木野内ファーム
株式会社フリーデン都路牧場

茨城県
有限会社久慈ピッグファーム 本社農場
有限会社山西牧場

有限会社中村畜産

栃木県
石崎畜産

農事組合法人今市ファーム

群馬県

株式会社大平牧場（フリーデングループ）

株式会社フリーデン 梨木農場
株式会社フリーデン タカナラ農場

下仁田ミート株式会社安中牧場

千葉県

有限会社下山農場

有限会社ブライトピック千葉・黒潮農場
有限会社ブライトピック千葉飯岡農場

有限会社ブライトピック 第一農場
有限会社ブライトピック 第二農場

有限会社小堀屋畜産 本農場

有限会社東海ファーム第1・2肥育農場
豊橋飼料株式会社種豚センター

有限会社小堀屋畜産第二農場
有限会社小堀屋畜産銚子農場

有限会社比留川畜産
有限会社伊藤養豚鎌数肥育農場

有限会社ATSUTA野手農場
有限会社藤﨑農場

農事組合法人千葉アグリ
宝理養豚肥育農場

株式会社シムコ館山事業所

髙森養豚

株式会社スターピッグファーム東今泉肥育農場

千葉県畜産総合研究センター 養豚エリア

木内養豚

小長谷養豚
愛東ファーム株式会社東庄肥育農場

飯田養豚

髙橋養豚肥育農場
江波戸SPF肥育農場

千葉

有限会社ピギージョイ第3農場

有限会社ブライトピック千葉銚子農場

鈴木養豚

神奈川県
江戸屋養豚場

農事組合法人 打戻種豚組合

富山県 株式会社シムコ八尾ＧＧＰセンター

長野県
有限会社中村ファーム

株式会社あずみ野エコファーム

愛知県
株式会社春野コーポレーション 育種改良事業部

有限会社石川養豚場

三重県 有限会社一志ピックファーム

兵庫県 有限会社高尾牧場

佐賀県
有限会社永渕ファームリンク 黒金農場

有限会社永渕ファームリンク 風配農場

熊本県

株式会社熊本興畜株式会社

有限会社高森農場

株式会社佐々牧場第1農場

株式会社佐々牧場第2農場

有限会社コーシン阿蘇大津ファーム

大分県
有限会社福田農園

有限会社九重ファーム

鹿児島県

南日本畜産株式会社 繁殖センター

南日本畜産株式会社 肥育センター

有限会社環境ファーム

南州農場株式会社 佐多本場

農事組合法人霧島高原純粋黒豚牧場

南州農場株式会社 根占農場

株式会社シムコ鶴田事業所

株式会社シムコ阿久根事業所

南州農場株式会社AIセンター

沖縄県

株式会社沖縄県食肉センター生産部数久田農場

株式会社農業生産法人くにがみ畜産繁殖農場

株式会社農業生産法人くにがみ畜産肥育第1農場

株式会社農業生産法人くにがみ畜産肥育第2農場

＜◆養豚＞

＜◆養豚＞

農場ＨＡＣＣＰ認証マーク

農場ＨＡＣＣＰ認証農場
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農場ＨＡＣＣＰ認証マーク
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ＧＡＰ取得チャレンジシステム、ＪＧＡＰ家畜・畜産物の認証、農場ＨＡＣＣＰ認証の関係

概 要

ＧＡＰ取得チャレンジシステム：GAP認証取得の準備段階として、GAP認証取得につながる取組・項目について、生産者が自己点
検を行い、その内容を第三者が確認する仕組み。

ＪＧＡＰ家畜・畜産物 ： 日本GAP協会により開発されたGAPのスキームの一つで、農場運営、食品安全、家畜衛生、環境

保全、労働安全、人権の尊重及びアニマルウェルフェアの視点から適切な生産工程管理のあり方についてまと
められたもの。

農場ＨＡＣＣＰ ： 畜産物の安全性向上のため、生産農場にＨＡＣＣＰの考え方を取り入れ、家畜の所有者自らがハザードや管理点を設
定し、記録し、生産農場段階の危害要因をコントロールする飼養衛生管理の方法。

農場ＨＡＣＣＰの認証内容

以下の点を農場が設定し、運用、検証及び改善が出
来ていることを認証

環
境
保
全

労
働
安
全

ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

人
権
の
尊
重

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
内
容

農
場
が
左
記
の
点
に
つ
い

て
基
準
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
を
認
証

食品安全、家畜衛生

（家畜伝染病予防法（飼養衛生管理基
準）、食品衛生法等）

必須管理点（ＣＣＰ）の設定
ＨＡＣＣＰ計画の策定

危害要因分析（ＨＡ）の実施
一般的衛生管理プログラム

法
令
・
規
則
等

農
場
運
営

GAP取得チャレンジシステム
GAP認証取得の準備段階として、GAP認証取得につながる項目について自己点検を実施

農場ＨＡＣＣＰ認証農場は以下の点に関する審査（差分
審査）の受審によりＪＧＡＰ認証を取得
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